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https://www.rakuten-sec.co.jp/web/learn/seminar/20260627-01/
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S&P500CFD（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 5



NYダウCFD（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 6



ナスダック100CFD（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 7



日経平均CFD（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 8



KOSPICFD（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 9



SOX指数CFD（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 10
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出所：YouTube【石原順チャンネル】

https://www.youtube.com/@ishihara-jun



サンディスク（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 12
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現在の市場状況：1兆ドル規模への爆発的成長

2026年の世界半導体市場は、前年比約26%増の約9,755億〜1.3兆ド
ルに達し、大台の1兆ドルに迫る勢いを見せています。

•AI需要の独走: データセンター向けの高性能GPU（画像処理半導体）や、
AIメモリであるHBM（高帯域幅メモリ）の需要が爆発的に伸びています。

•メモリ価格の高騰: 需要の急増によりDRAMなどのメモリ価格が急上昇してお
り、これが市場全体の売上高を大きく押し上げています。

•株価の過熱: エヌビディアをはじめとする主要銘柄で構成されるSOX指数
（フィラデルフィア半導体株指数）は高値を更新し続けており、ドットコムバブ
ル末期との類似性を指摘する専門家も現れています。
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「バブル崩壊」が懸念される3つの背景

成長の一方で、以下の要因がリスクとして浮上しています。

1.AI投資の収益化への疑念: 大手テック企業による巨額のAIインフラ投
資が、実際の利益として回収できるのかという懸念が強まっています。

2.供給過剰のリスク: 各メーカーの生産能力増強が完了する2026年後
半から2027年にかけて、需要が一段落すると一気に供給過剰に陥る恐れ
があります。

3.地政学・政策リスク: トランプ米政権による半導体関税の導入や対中
輸出規制など、サプライチェーンを揺るがす政策が不確実性を高めています。
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出所：Ｘ
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